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れた腎の深さを用いて算出したそれぞれの GFR と eGFR の相関性を検討した．また，それぞれの方法で
算出された左右の腎の深さに関しても比較検討した．
対象は，当院で 99mTc-DTPA レノグラフィ検査を施行され，その前後 2 ヶ月以内に CT 検査を施行され
た 18 歳以上の 38 名(男性 28 人，女性 10 人)である． 
身長体重年齢から算出する方法は 3 種類用いた．Taylor A, Ito T, Ito K が提唱した方法があり，前者は
欧米人を基準にして作られている．後者 2 つは日本人の体格を基準に作られた方法である．今回の対象は
日本人を対象としており，後者 2 つが eGFR とよい相関性を示した． 




これらのことより，シンチグラフィ側面像は，99mTc-DTPA レノグラフィにおける GFR 測定において
有用である可能性があると考えられた．
学位論文審査結果報告書





学位論文題名： Feasibility of gamma camera-based GFR measurement using renal 
depth evaluated by lateral scan of 99mTc-DTPA renography（99mTc-DTPA レノグラフィ
における側面像による腎の深さを使った GFR 測定の開発） 
99mTc-DTPA レノグラフィは分腎機能をみる画像診断として、日常臨床で用いられてい
る。一方、1980 年代に 99mTc-DTPA の血漿からの消失率を用いて GFR を測定する方法も
開発され、さらにより簡便な方法として、レノグラフィ画像の減衰曲線から腎排泄率を算
出し GFR を測定する換算式が Gates らにより 1983 年に報告された。しかし、その後進
歩した他の GFR の推計方法と比較して、必ずしも 99mTc-DTPA レノグラフィ画像からの
GFR 測定が、体表面積補正など行っても十分に正確ではないという課題があった。学位申
請者らはその誤差が、腎の深さの予測値に依存すると考え、福島県立医科大学附属病院で
99mTc-DTPA レノグラフィの検査を受けた 38 名の患者に対し、レノグラフィ検査に側面像
を追加し直接深さを測定することで、99mTc-DTPA レノグラフィ腎排泄率による GFR 測定
をより正確に推計し、その信頼性を検定することを試みた。
研究の結果は、レノグラフィに側面像を追加するだけで、患者に負担をかけず簡便でよ
り正確な腎の深さの推計と GFR の算出が可能となることが示された。実際に GFR は、身
長と体重と年齢から腎の深さを推計する既報の 3 つの方法よりも、CT から腎の深さを直
接計測した測定値と GFR に有意に近い値となった。また左右の腎の深さを CT 測定と比
較しても、本法はレノグラフィ正面像撮影と同じ時期の同じ体位での深さの測定なので、
別の時期で体位も異なる可能性のある CT による深さの計測よりも、正確であることが推
測された。さらに eGFR との比較においても、CT による腎の深さの測定を含めた５つの
方法の中で、著者らの方法が、最も eGFR と相関係数が高かった。 
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